
　　　議 会 資 料

請 願 一 覧 表
（令和７年第１回定例会）

【２月議会】

秋田県議会事務局

- 1 -



委 員 会 名 継　　続 新　　規 小　　計

総務企画委員会 0 0 0

福祉環境委員会 0 1 1

農林水産委員会 0 1 1

産業観光委員会 0 1 1

建設委員会 0 0 0

教育公安委員会 0 0 0

合　　計 0 3 3

総　　　括　　　表
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総務企画委員会

受理
番号

新規
継続

件　　名 提　出　者 頁 備　　考

なし

福祉環境委員会

受理
番号

新規
継続

件　　名 提　出　者 頁 備　　考

請１６－１ 新 ハタハタ激減に対する秋田県の対応について 　 　 5

農林水産委員会

受理
番号

新規
継続

件　　名 提　出　者 頁 備　　考

請１５ 新 ハタハタ激減に対する秋田県の対応について 　 　 7

産業観光委員会

受理
番号

新規
継続

件　　名 提　出　者 頁 備　　考

請１６－２ 新 ハタハタ激減に対する秋田県の対応について 　 　 10
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建設委員会

受理
番号

新規
継続

件　　名 提　出　者 頁 備　　考

なし

　

教育公安委員会

受理
番号

新規
継続

件　　名 提　出　者 頁 備　　考

なし
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福祉環境委員会

受理番号 請１６－１ 住所
提

受理年月日 R7.2.3 出
者 氏名

新規・継続 新

紹介議員 加賀屋 千鶴子

件 名 ハタハタ激減に対する秋田県の対応について

【請願事項】

１．洋上風力発電事業に関わる環境影響評価の厳格化

【請願理由】

令和６年の年末の県内のハタハタ漁獲量が激減し、県内の関係者は大きな衝撃をうけた。

冬型の天気が続くといよいよハタハタの季節を感じるのが秋田県沿岸部の風物詩である。いよいよ食卓にハタハタの料理なら

ぶという季節になっても、近年は不漁だという話題しかならばない。沿岸にすむ住民は、海鳥の慌ただしさや海の匂いでハタハ

タの季節を実感できていたと語っている。それが昔話になろうとしている。

要 旨 ハタハタ漁獲量は、県ＷＥＢサイトなどで調べればすぐにわかる。２００８年頃から徐々に減り、３,０００トン近くの漁獲

量が２００トン以下というところまで激減。まさに異常事態ではないか。報道等によれば温暖化の影響ではないかという見解も

あるが、長期視点で海水温のデータをみても疑問符がつく。秋田県ＷＥＢサイトの水産振興センターの情報を見る限り、原因す

らはっきりわかっていないハタハタ激減は、神の魚という漢字「鰰」の警鐘とは考えられないか。

地元経済活性化のためとか、脱炭素の要だとか、洋上風力発電計画に期待する声ばかりの県内の空気も気になる。ハタハタ激

減の原因すらわかっていない中、離岸距離が近すぎる、洋上風力発電計画をそのまま推進することは、ハタハタ激減にとどめを

さすことにならないか。日本海を眺めていると、ネイティブ・アメリカンの言葉が脳裏に浮かんだ。

「最後の木が枯れ、川が汚染され、最後の魚が釣り上げられてはじめて、人間はお金では食べることができないことに気が付

くものだ。」冬の日本海を眺めながら、秋田県の真摯な対応を期待している。経済優先ではなく、豊かな自然の象徴であるハタ

ハタを守ってほしいと。

審査結果
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【現 況】

１ 環境影響評価制度について

環境影響評価制度は、事業の実施に当たり、あらかじめ事業者自らが、事業を実施することによる環境への影響について調査、予測及び

評価を行い、その結果を公表して住民や地方公共団体などから意見を聴き、それらを踏まえて環境の保全の観点からより良い事業計画を作

り上げていく制度であり、環境影響評価法（平成９年６月法律第81号。以下「法」という。）及び秋田県環境影響評価条例（平成12年７月

秋田県条例第137号。以下「条例」という。）に基づき手続が進められている。

対象となる事業の種類は、風力発電所のほか、道路や鉄道、ダムなど、規模が大きく、環境影響の程度が著しいものとなるおそれがある

事業として、法で13種類、条例で18種類が定められている。

２ 県内における洋上風力発電事業に係る環境影響評価の実施状況について

県内では、令和７年１月末までに、法で12事業、条例で１事業の環境影響評価の手続が行われており、地域特性などを踏まえて、騒音や

景観、動物などの評価項目を選定して実施されている。

このうち、ハタハタについては、レッドリストへの掲載種や国内希少野生動植物種ではないため、一般的には環境影響評価を行う種にな

らないが、「県の魚」であることなどから、県では、全ての事業者に対して、動物の項目において重要な種として取り扱うよう求めてお

り、これまでに全13事業者がそれに沿って手続を進めている。

採 択
備 考 年月日 令和 年 月 日

不採択
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農林水産委員会

受理番号 請１５ 住所
提

受理年月日 R7.2.3 出
者 氏名

新規・継続 新

紹介議員 加賀屋 千鶴子

件 名 ハタハタ激減に対する秋田県の対応について

【請願事項】

１．ハタハタ激減についての調査・対策に十分な予算と人員を確保すること

【請願理由】

令和６年の年末の県内のハタハタ漁獲量が激減し、県内の関係者は大きな衝撃をうけた。

冬型の天気が続くといよいよハタハタの季節を感じるのが秋田県沿岸部の風物詩である。いよいよ食卓にハタハタの料理なら

ぶという季節になっても、近年は不漁だという話題しかならばない。沿岸にすむ住民は、海鳥の慌ただしさや海の匂いでハタハ

タの季節を実感できていたと語っている。それが昔話になろうとしている。

要 旨 ハタハタ漁獲量は、県ＷＥＢサイトなどで調べればすぐにわかる。２００８年頃から徐々に減り、３,０００トン近くの漁獲

量が２００トン以下というところまで激減。まさに異常事態ではないか。報道等によれば温暖化の影響ではないかという見解も

あるが、長期視点で海水温のデータをみても疑問符がつく。秋田県ＷＥＢサイトの水産振興センターの情報を見る限り、原因す

らはっきりわかっていないハタハタ激減は、神の魚という漢字「鰰」の警鐘とは考えられないか。

地元経済活性化のためとか、脱炭素の要だとか、洋上風力発電計画に期待する声ばかりの県内の空気も気になる。ハタハタ激

減の原因すらわかっていない中、離岸距離が近すぎる、洋上風力発電計画をそのまま推進することは、ハタハタ激減にとどめを

さすことにならないか。日本海を眺めていると、ネイティブ・アメリカンの言葉が脳裏に浮かんだ。

「最後の木が枯れ、川が汚染され、最後の魚が釣り上げられてはじめて、人間はお金では食べることができないことに気が付

くものだ。」冬の日本海を眺めながら、秋田県の真摯な対応を期待している。経済優先ではなく、豊かな自然の象徴であるハタ

ハタを守ってほしいと。

審査結果
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【現 況】
１ ハタハタの漁獲量の推移ついて

禁漁明けの平成７年９月以降、平成16年漁期は3,000トンとピークに達した。その後は、減少傾向に転じ、平成28年漁期には1,000トン

を下回り、令和６年漁期は15.7トン（令和７年１月31日現在）となった。

２ ハタハタに関する予算と人員について

（１）ハタハタに関する調査及び資源対策等について

ハタハタに関する調査については、記録で確認できるものでは大正２年から水産振興センターの前身である水産試験場で継続して実施

しており、現在は「ハタハタ等重要魚種の漁場予測技術の開発」及び「我が国周辺水産資源調査」を試験研究課題としている。

（調査内容）

・漁業調査指導船「千秋丸」による資源量調査（秋田県沖合域で月10回程度実施）

・海洋環境観測（７，８，12及び１月を除く月１回秋田県沖合13定点で実施）

・産卵場調査（12月に県内６地区12定点で実施）

・ＩＣＴ技術を活用した海況情報等収集調査（民間漁船20隻に情報端末を設置し、出漁した場合はデータを取得）

資源対策については、平成27年度より「秋田のハタハタ漁業振興事業」を実施し、陸上に打ち上げられた卵等を活用したふ化放流を支

援しているほか、ハタハタに関連した漁業調整や漁業取締活動も随時実施している。
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（２）予算について

令和６年度当初予算におけるハタハタ関連予算は、計3,400万円を計上している。

（主な予算内容）

・海 洋 調 査 約1,100万円

・漁 場 予 測 技 術 開 発 約4 0 0万円

・ふ化放流の資源対策 約4 0 0万円

・漁業調整・取締活動等 約1,500万円

（３）人員について

水産振興センター資源部14名（「千秋丸」乗組員８名も含む）、水産漁港課漁業管理チーム12名（漁業取締船「くぼた」乗組員５名も

含む）計26名がハタハタに関連する業務を担当している。

採 択
備 考 年月日 令和 年 月 日

不採択
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産業観光委員会

受理番号 請１６－２ 住所
提

受理年月日 R7.2.3 出
者 氏名

新規・継続 新

紹介議員 加賀屋 千鶴子

件 名 ハタハタ激減に対する秋田県の対応について

【請願事項】

１．洋上風力発電事業に関わる再エネ海域利用法に関連する協議会でより慎重な対応を求めること

２．ハタハタ激減の要因調査と対策検討にかかる間、計画されている洋上風力発電事業についての大幅な見直し・延期も含めて

検討をすること

【請願理由】

令和６年の年末の県内のハタハタ漁獲量が激減し、県内の関係者は大きな衝撃をうけた。

冬型の天気が続くといよいよハタハタの季節を感じるのが秋田県沿岸部の風物詩である。いよいよ食卓にハタハタの料理なら

要 旨 ぶという季節になっても、近年は不漁だという話題しかならばない。沿岸にすむ住民は、海鳥の慌ただしさや海の匂いでハタハ

タの季節を実感できていたと語っている。それが昔話になろうとしている。

ハタハタ漁獲量は、県ＷＥＢサイトなどで調べればすぐにわかる。２００８年頃から徐々に減り、３,０００トン近くの漁獲

量が２００トン以下というところまで激減。まさに異常事態ではないか。報道等によれば温暖化の影響ではないかという見解も

あるが、長期視点で海水温のデータをみても疑問符がつく。秋田県ＷＥＢサイトの水産振興センターの情報を見る限り、原因す

らはっきりわかっていないハタハタ激減は、神の魚という漢字「鰰」の警鐘とは考えられないか。

地元経済活性化のためとか、脱炭素の要だとか、洋上風力発電計画に期待する声ばかりの県内の空気も気になる。ハタハタ激

減の原因すらわかっていない中、離岸距離が近すぎる、洋上風力発電計画をそのまま推進することは、ハタハタ激減にとどめを

さすことにならないか。日本海を眺めていると、ネイティブ・アメリカンの言葉が脳裏に浮かんだ。

「最後の木が枯れ、川が汚染され、最後の魚が釣り上げられてはじめて、人間はお金では食べることができないことに気が付

くものだ。」冬の日本海を眺めながら、秋田県の真摯な対応を期待している。経済優先ではなく、豊かな自然の象徴であるハタ

ハタを守ってほしいと。

審査結果
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【現 況】

１ 洋上風力発電事業と漁業との共生

○ 洋上風力発電事業の実施に当たっては、「海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律」に基づいて

漁業者を含む関係者等により促進区域ごとに設置される協議会が意見を取りまとめる。

○ 取りまとめられた意見は、事業者選定のために国が作成する「公募占用指針」において、尊重して事業を実施することが求められてお

り、公募参加者は当該指針を踏まえて「公募占用計画」を提出している。

○ 秋田県沖の４つの促進区域においては、いずれも協議会の意見取りまとめに、漁業影響調査の実施と、ハタハタの産卵場所とされてい

る水深１０ｍ以浅の海域には洋上風力発電設備等を設置しないことが明記されている。

２ 漁業影響調査の内容

○ 漁業影響調査の手法等は、各海域ごとの協議会や必要に応じて設置される実務者会議

等において、関係漁業者や学識経験者を交え、想定される直接・間接的な影響を基に検

討が行われている。

○ 秋田県沖の４海域とも、人為的な影響と自然要因による変動とを判別できるように調

査海域及び調査時期を設定するとともに、ハタハタ等の出現時期が限定される種の動向

も適確に捉えられるよう調査頻度を設定している。

・調査海域：事業区域外も含め実施

・調査時期：建設工事開始２年前から運転開始後にかけて実施

○ 特にハタハタについては、いずれの海域においても主な対象種として位置づけ、漁獲

調査、産卵調査、稚魚調査を実施することにしている。

採 択
備 考 年月日 令和 年 月 日

不採択

洋上風力発電の建設や稼働で想定される
漁業影響の発生要因と影響の関係

- 11 -




